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10月の食べのこし
重さ ６３４Kｇ 平均８.３％

１カ月で約９７５人分の給食を、食べずに捨
てたことになります。

★給食への質問や、給食レシピのご所望がありましたら、ココを切り取りご

提出ください。レシピをご要望の際は、クラスとお名前の記入をお忘れなく！

→ 栄養士 髙崎 行

給食の味にチャレンジ！ さわやかな甘み レモントースト

直飲みのノスタルジー

給食の牛乳は「直飲み」が、全国的に常識になりつつあります。「直飲み」とは、牛乳パックの注ぎ口に口

をつける飲み方。（学生時代の部活帰りにおこなった、あの飲み方です）2015年、ウミガメの鼻にストローが
刺さっている映像が大きく取り上げられ、プラスチックによる海洋汚染が広く認知されました。2020年から国
内でも、レジ袋の有料化など、プラスチックの利用削減が進められています。このことから、学校牛乳の納

入メーカーも、プラスチックストローの廃止を検討し、ストローなしでも飲みやすい牛乳パックの開発に至っ

たそうです。この牛乳パックは、すでに２４都道府県で導入済み。年間３００トン、ペットボトル３０００万本分

のプラスチックが削減可能だそうです。

個人的には、プラスチックの削減には賛成です。環境負荷はもちろんですが、「（原料の）石油はあと３０年で枯渇する！」と、喧伝されて

育った世代。石油の節約につながることには前向きに取り組みます。日々、エコバックを持ち歩き、スーパーのレジ袋はお断りしています。

（本当は、レジ袋代がもったいないだけです）

良いこと尽くめの直飲みに聞こえますが、先行している地域では、直飲みに慣れない子どもが、牛乳でむせたり、口からこぼして服を汚

すなどの直接的な問題や、行儀が悪く見えるとの批判も起こっています。結果的に、ストローの配付を再開した地域もあるそうです。

現状、大柏小では、ストローの廃止や直飲みを、検討・推奨しておりません（市川市としても同様）。ただし、学校牛乳の納入メーカーは、

千葉県が地域や児童生徒の人数をもとに割り振っているため、学校や市がメーカーを選定することが出来ません。他市では、ストローが

配付されていない地域もあると聞いていますので、急に導入が決定され、直飲みのお知らせをした際には、ご了承ください。

ところで、私が小学生だった頃は、牛乳は瓶で提供されていました。当然、瓶から直飲み。その頃、牛乳を飲んでいる友達を笑わせると

いうイタズラは鉄板で、だれしも盛大に吹き出していました。当時の私は、牛乳で汚れた服で親に叱られていたのでしょうか。また、笑わせ

た友達も、私の噴き出した牛乳を浴びて、親に叱られていたのでしょうか。直飲みから、ノスタルジックなことを思い出してしまいました。


